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築 城 せ よ ！！ 
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 賛 助 会 員 ：２４０人  

３１団体 
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れ、そして、半世紀が経過した今日まで、ずーっと

基地問題を抱えているのです。 

4月 20日付沖縄タイムスによれば、復帰後(1972

～2020 年)で米軍人・軍属とその家族の検挙件数は

6068件。うち、殺人、強盗、放火、強制性交等罪(旧

強姦(ごうかん)罪)の凶悪事件は 582 件(沖縄県警ま

とめ)にものぼるそう。一方 16日付朝日新聞によれ

ば、県民所得のおよそ 5％は基地関連収入なのだと

か。 

本土に暮らす私たちは、日常的に沖縄の人々の気

持ちに寄り添うことは難しいように思います。た

だ、ニュースで耳にする、日米同盟、日本の安全保

障(本当に保障されるかどうかは、わかりませんが

…)は、沖縄の人々の犠牲の上に成り立っていること

くらいは、知っておくべきではないでしょうか。 

随分前になりますが、沖縄と同じように基地を抱え

る岩国の女性から話を聞く機会がありました。やは

り、軍用機による騒音被害や米兵による凶悪事件の

ことなどを訴えておられました。話の終わりに「基

地の 7割を占める沖縄は、度々ニュースで取り上げ

られるから人々の関心が集まるけれど、岩国の声

は、お隣、広島にさえ届かない！」と、残念そうだ

った彼女の顔が今も忘れられません。 

GW も終わり、日常がもどってくるかと思いき

や、コロナ感染拡大で、学校・幼稚園・保育所では、

どこかのクラスがお休みになったり、試験が延期に

なったり、オンラインで授業して！と言われたり

…。日常が取り戻せそうな、戻らなさそうな…今日

この頃ですが、みなさんいかがお過ごしですか？ 

1 年で最も気持ちがいい季節なのに、なんか嫌な

感じ。東京さ行ってきた某アナウンサーは「東京は

ほとんど日常をとりもどしている感じだったよ！」

と今朝のラジオ番組でコメント。都会に倣え！の県

知事さん、なんとかしてよ！3 年目に突入したじゃ

ん。そろそろ別の基準を設けてくれてもいいんじゃ

ない？といろいろ不満はありますが、そんな中、

YYY では元気を持て余している子どもたちと一緒

に、2 つの外遊びを実施。たくさんの親子連れが楽

しい時間を過ごしました。(詳しくは 6～9ページを

ご覧ください) 

 

YYYは今年、設立 20周年を迎えますが、沖縄は、

5月 15日で本土復帰 50周年だったのだそう。中央

は祝賀ムードのようでしたが、沖縄の人たちにとっ

てはいかばかりかと。 

そもそも沖縄は琉球王国という独立国だったも

のが、1609年、薩摩藩から侵攻を受け、その支配下

に置かれます。また、1872年には琉球藩に、さらに

1879 年には反対する琉球の人々を軍隊の力でおし

きる形で「沖縄県」つまり日本の領土である！とさ

れました。と、私たちは日本史で習いました。その

後、太平洋戦争では日本で唯一、凄惨な地上戦を経

験、1972 年の本土復帰までは、米の占領下に置か

【日 時】6月 8日(水)19：30～ 
【場 所】生涯学習センター508 
【参加費】1200円 
 ※事前にお申込みください。 

講 師：大藤文夫さん 

(広島文化学園大学名誉教授) 

自治会が弱くなっている今， 

中間社会は誰が担う？ 
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―啓発広報部おとな塾― 5月 11日(水)生涯学習センター 参加者 13名 

さて、今回も磯田先生と様々なことを考えまし

た！テーマは「女と戦争」。日に日に悪化していくウ

クライナ情勢に歯がゆい思いをしている人も多い

かと思います。私もその一人ですが、報道を見る中

で毎回思うことがありました。そもそもなんでこん

な事態に陥ってしまったのだろう？ということで

す。 

理由があったからと言って戦争は正当化されま

せんが、ロシアにはロシアの思いがありました。磯

田先生によると、ウクライナの NATO 加盟のほか

独ソ戦でドイツを破り国際秩序を作った国だとい

う自負、ソ連時代の領土など、様々な原因が複合的

に絡み合っていると考えられるとのことで、一筋縄

ではいきそうにないのだなぁという印象です。 

その後、話題は戦時下での一般庶民について。空

襲や徴兵など一般人も命が危険に晒されることは

知っていました。他にも、戦争は命に直結すること

だけでなく兵糧として食物を駆り出されることに

よる飢え、教育の断絶、結婚の機会剥奪など様々な

隠れた被害があるようです。中でも私が一番根深い

問題だと思ったのは差別と徴兵についてです。徴兵

制度は市民権や人権とセットにされる危険性があ

るとのこと。平等に徴兵を持ち出して適用するのは

明らかに間違っていますが、差別される側から積極

的に兵役へ行こうという動きすらあるようでした。

こちらも戦争の原因と同じで複雑な問題だと思い

ます。 

今回、お話を聞いての学びは「何かを見ていると

何かが見えなくなる」ということ。日本にもロシア

侵攻の影響が及ぶのではというウワサもあります

が、防衛費を増やすという政策は本当に良いと言え

るのでしょうか？当初ウクライナ軍が動いたのも

防衛のため。今も「防衛」という名の戦いは続いて

います。正論で言えば防衛だからと言って認められ

る暴力はありません。世界は思った以上に複雑、何

か一つの側面を見て判断するよりは一呼吸おいて

他の角度から考えたり様々な源から情報を集めた

りすることが重要なのではと考えさせられました。 

(芥川愛花里) 

女と戦争 
だから今、みんなで考えよう！ 

 5/21付朝日新聞にて『男女の賃金差 開示義務』

という記事がトップに掲載されていました。 

おとな塾で、戦時下、社会的に立場の弱い女性や

子どもを取り巻く状況についての話がありました。 

現代において、ジェンダー問題は、実は女性の賃

金が上がれば解決するものも多いのではないか、と

うすうす思っている人もいるはず。男性の子育て参

画をもっと加速させるためには、合理的選択として

女性の方がより多く育休を取って、結果キャリア中

断せざるを得ないシステムに切り込む必要があり

ます。社会的平等に向けての、第一歩となる法整備

かもしれません。女性の賃金があがれば、ひとり親

家庭の子どもの貧困率などの改善も期待できます。

今後も要チェックですよ！！     (まゆまゅ) 

講師：礒田朋子さん 

(延辺大学(中国)(外国語学院・外籍教員)) 

～新聞記事よりジェンダーニュース～ 
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5月 8日(日)ビューポートくれ中会議室 参加者 20名 

 第 20 年度通常総会を開催しました！今回は歴代

最年少の議長、あかりちゃんの進行で議事を進めま

した。 

「BOYS AND GIRLS BE AMBITIOUS！」をス

ローガンに活動を続けてきた YYY。その間呉市で

は、4 年前の豪雨災害、長年地域で操業してきた大

企業の撤退などで少子化がさらに加速しています。

さらにコロナ禍での様々な対策により、子どもたち

が気軽に多くの人と出会ったり、仲間と遊んだりす

る機会が減っているように感じています。 

 そこで、設立 20 周年を迎える YYY では、「こど

もたちが 縦の繋がり 横の繋がり 斜めの繋がりを

持てる場を 子どもと一緒につくりながら、SDGsに

取り組む！」をテーマに今年の活動を進めていきま

す！今年度もますますのご支援ご協力をお願いい

たします！ 

 各部からはこのテーマに沿った事業が提案され、

承認されました。20周年だから 20事業！その中か

らすでに「築城せよ！」「デイキャンプ」については

実施されましたので、各報告のページをご覧くださ

い。続く 18 の事業についても、さっそく 6 月から

続々スタートします！どうぞお見逃しなく、一緒に

盛り上げていく 1年にしましょう！！ 

子どもたちが 

ななめの繋がりを持てる場を 縦の繋がり 横の繋がり 

子どもと一緒につくりながら、SDGs に取り組む！ 

 

Harbor Salon は今年も大活

躍間違いなし！楽しいこと

いっぱいしようね！ 
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方々を市民として迎え、政治・経済・暮らしのこと

を学ぶ機会をつくり続けるなど、子どもたちが「成

人」になること、おとなになって入っていく地域、

社会の仕組みや動きに自覚的であること。 

 

3．開かれたホームであること 

YYYでは意見や価値観の違いより「ともに生きる

(育つ)」という共生感覚の方が強く表現されている

ので、間口が広く、誰もが参加でき、いつでも戻れ

る場になっている。まさに、拡張家族！ 

 

そして、補助金や助成金に依存することなく、足

腰の強い財政基盤をつくり続けてきたこともスゴ

イ！ 

よくがんばりました。はなまるあげます！  

 

毛利 葉 

(公益財団法人とっとり県民活動活性化センター 

理事長) 

呉こどもNPOセンターYYY、20周年おめでとう

ございます！ 

 

 NPO法をみんなでつくって 23年、事業承継に苦

労している NPO法人が多い中、YYYの「ここがす

ごい！」と思うこと。 

 

1．変わらないこと 

毎月送られてくる「やんちき通信」を見て思うこ

と。入学や卒業、夏休みやお正月、変わらないイベ

ント、変わらない演目の舞台公演…。一見同じこと

の繰り返しなのに、時が変わり、人が育ち、出会い

が変わり、新しいワクワク感にあふれている。生活

の中に節目を作って、“基本的生活(イキイキした活

動)習慣”がちゃんとできているということ。長寿の

秘訣だと思った次第。 

 

2．学びあい続けていること 

子どもたちが、進学したり、就職し、家庭をつく

ったり、社会人となっていくことが、YYYの活動や

組織運営に深く組み込まれ、子どもと大人、市民と

社会…、それぞれの立場で、さまざまな対話が生ま

れ、学びあいのコミュニティを形成している。 

行政や企業や専門家をはじめ、普通の生活者の

おめでとう！20周年！ 
毛利さんよりお祝いメッセージ 

「YYY20周年、おめでとうございます！」 

20 年間、ず――っと賛助会員を

続けてくださっている藤井さん。

ありがとうございます。 
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  ―子ども活動部 YYY20周年事業 呉のランドマークだぁ築城せよ！！― 

事務所の電話がひっきりなしに鳴り響く。高校生

“らな”の描いた魅力的なチラシの効果は絶大で申

し込みの対応に追われるという嬉しい悲鳴！ 

今年度 20 周年を迎える YYY の周年事業として

実施することを決めた「築城せよ！」 

当日は待ちきれない様子で開始 30 分前から次々

おや子がやって来る。オープニングのクラッカーの

合図で、はじまりはじまり…。2 チームに分かれて

作った。 

まずは箱づくりから。ダンボールを組み立て、ガ

ムテープを貼る作業が意外に子どもにとっては難

しいんだ～。ガムテープを手で切れない子が多いの

は知っていた。が、フタをする順番がわからず苦戦

することに驚いた！でもそこは子ども！コツをつ

かむと嬉々としてテキパキ組み立てていく。組み立

てに集中する子がいるかと思えば、運び屋さんをす

る子も。たくさん運ぶにはどうしたらいいか考えて

いる。そして積み上げるのも、どこに置けば崩れな

いか、思い通りの形になるか…。うまくいった時の

満足そうな顔！マスク越しでも嬉しそうなのがわ

かる。その顔に出会いたかった。コロナで色々な体

験の場を奪われてしまっていた子どもたちに、思い

っきり遊べる場をつくろう！と企画したこの活動。

そう！参加者のみなさんの、そしてスタッフのみん

なの、その顔を見たかったんよ！ 

1 日目はみんなで協力してひとつのデッカイ城を

作ったチームと、一緒に参加した友達や家族ごとに

小城をいっぱい作って陣地を広げていったチーム。 

2日目はどちらも 1個の大きなお城をつくり、最

後には道をつなげて合体！ 

4 トントラックで運んだダンボールを全部使い切

り、お城を建てた！城が 2つ建ったらそりゃ合戦じ

ゃろ、ってことでじゃんけん列車でそれぞれの城の

大将(キング？)を決め、大きな旗を立てる権利をか

けて最終決戦。チームが勝った時にぴょんぴょんと

跳ねて喜ぶ子、思わず拍手をする子。その後は、自

分の小旗をつくり、城に飾って大満足。 

両日とも太陽の日差しが強く、熱中症の回避のた

め早めに終えた。雨が予想されていたけど、いいお

天気でホントに良かった。「神様ありがとう」。 

ゴールデンウイーク前半ということで、呉市外や県外から帰省した YYY メンバーがたくさん来てくれ

た。親になって子どもたちと一緒に参加したり、大学生、社会人になった子がスタッフしてくれたり…。

そこへ今、活躍している大学生・高校生・中学生…が入り混じり、まるで同窓会！3世代で参加の家族もい

っぱい。YYY20年の歴史を実感した事業でした。                   (久保直美) 

築 城 せ よ ！！ 
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 ―4月 30日(土)5月 1日(日)広公園 参加者のべ 400人― 

社会人・大学生の息子たちと母さんの親子 3人でスタッフ参加の

藤井家。YYYとは長男が小学 1年生の時からのつきあい。今、息子

たちはそれぞれ独り暮らしだが、前日実家に帰って来て「子どもた

ちにどうやって接するか」と酒を飲みながら語り合ったそう。次男

は飲みすぎてゲロゲロ。でも次の日は元気にうま～く子どもたちと

関わってくれてました。 

2 日目には、資材置き場を進化させてて、まるで小さなお店のよ

う。さすが！ 

終了後に大学生の次男くんから「やっぱり YYY は楽しいなと思

いました」とラインが来ました。スタッフも楽しめて進化する！そ

れが YYY。 
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  ―子ども活動部 デイキャンプ― 5月 15日(日)呉市野外活動センター 参加者 95名 

 天気は晴れの予報だし、前日の荷物準備も終えて

安心して眠れるはずだった。。。しかし一人で火起こ

しをやったこともないのに初のかまど係、さらに他

のかまど係が急遽 2 人欠席だって！係の仕事内容

(ヒント)を読んでも、かまどの間隔、かまどや飯ご

うの数がわからない。過去の写真を見てもわからな

い。今まで人任せにしてたからだ、と夜中に気付く。

でも、とにかく 100 人分のみんなのごはんを炊きた

い。 

 当日、スタッフに応援を頼んで、かまどに集まっ

た参加者をチーム分けし、なたやマッチを安全に使

うよう説明。経験がある参加者を中心に火起こしを

してもらうようにした。どうにか火を起こすとお米

係が飯ごうを持ってきた。「家は炊飯器だから火加

減は分からない。」とお母さん。炎に包まれ沸騰して

吹きこぼれるのや、シーンとした飯ごうもあってみ

んなで音を聞いたり、つつき回したり。参加者のお

母さんに「赤子泣いてもふた取るな」と止められた

が、そんなこと言ってられず、終いには一緒になっ

て全部何回も開けて目視した。「長い事やってなか

ったけど、火がついてよかった。」とお父さん。 

出来た飯ごうをひっくり返して新聞紙でこする声

掛けのタイミングが、今回、初めて分かった。「どの

くらいこするんですか？」「なんで、こするんです

か？」とか、いい質問まで出てうれしかった。 

米が炊けて「いただきます」の声がかかっても、

何人か残って炭を片付け、いっぱい働いた。おいし

くカレーを食べてやっと安心した。 

振り返ると、とにかく余裕がなかった。マキは乾

かした方がつきやすいとか、説明したらよかった。

ちょっとあせる大人の側で「まきを持つ左手が危な

い！アワワ」とまきを割り、「マッチの頭を下げたら

火が昇る！」とマッチこすりもした。 

初めてかまどと向き合った感じがした。 

 (屋敷こずえ) 

デ 
イ 
キャ ン プ だ 




